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民市
税県

の
徴
税
令
書
は
届
き
ま
し
大
か

④河二のしみ のじようすなとり万=洗溜

のきくものは、まず水洗いで汗を落

してから石けん洗いをする。最初か

らお湯 をかけたりするのは禁物.洗

濯 しでも、しみが残 るようならほ う

酸を使います.お 湯 0.1リ ットJレ

にほ うさ んを茶 さ じ 4分 の 1の割で

とかし、 とのなかにしみの部分を一

二分ひたし、しみが目だたなくなっ

た ら全 体をていねいにすすぎます。

ワイ シャツのえりなど、ほう酸 でよ

く落ちない場合はさらし粉の水どき

を開 り、つぎに亜塩素酸ソーダを使

うと真白 になりますが、との場合は

水すすぎを十二分にします。

納
期
前
の
納
付
者
に
は
報
償
金

り

昭
和
三
十
四
年
度
市
県
民
税
徴

税
令
書
を
七
月
十
五
H
ま
で
に
皆

様
の
お
平
も
と
へ
到
着
す
る
よ
う

町
務
部
絡
委
員
を
バ
じ
て
配
付
し

ま
し
た
が
、
現
仕
ま
で
未
着
の
場

合
は
出
帯
所
ま
た
は
税
務
課
へ
申

出
て
く
だ
さ
い
。

④
納
期
は
四
期
(
年
税
額
五
0
0

円
以
下
は

一
期
)
に
分
か
れ
て

い
ま
す
の
で
、
各
納
期
限
ま
で

に
必
ず
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

⑥
納
期
前
に
そ
の
税
金
を
前
納
す

れ
ほ
報
償
金
を
交
付
し
ま
す
。

(
例
え
ば
、
年
税
額
六
千
四
白

四
十
円
の
場
合
、
七
月
二
十
五

日寸乙

⑨
納
税
貯
蓄
組
合
に
未
加
入
の
方

向

.

は
ぜ
ひ
加
入
さ
れ
る
よ
う
お
す

一

夏
期
に
入
る
と
、
婦
人
は
軽
装
一
で
刺
激
さ
れ
る
青
少
年
が
、
犯
罪

す
め
し
ま
す
。

一

と

な

り

、

性

犯

罪
を
誘
発
す
る
時
一
の
主
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑥
市
民
税
の
納
則

一期
と
も
な
り
ま
す
。
と
れ
に
伴
っ
一
特
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の

第

一
期
七
月
十
五
日
か
ら
同
一

て
暴
力
団
が
つ
げ
入
る
ス
キ
を
与
一
は
ム
室
内
を
の
ぞ
き
見
さ
れ
な
い

月
三
十

一
日
ま
で

一ぇ
、
思
わ
ぬ
災
難
に
あ
う
こ
と
も
一

ム
昼
間
で
も
人
通
り
の
少
な
い
場

第
二
期

九

月
十
五
日
か
ら
同
一
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
身
心
に
け
ん
一
所
は
な
る
べ
く
さ
げ
る
ム
暗
く
な

月
三
十
日
ま
で

一怠
巷
感
ず
る
の
も
乙
の
夏
季
で
す
一
っ
た
ら
、
一
人
出
歩
き
は
止
め
る

第
三
期

十
一

月
十
五
日
か
ら
一乙
ん
な
時
に
、
ス
リ
犯
罪
蓄
え
一
と
と
な
ど
で
す
。

同

月

三

十

日

ま

で

一

一、

一

る

の

で

す

。

一

ム
つ
ぎ
に
暴
力
犯
罪
は
ど
の
よ
う

第
四
期
翌
年
一

月
十
五
日
カ

一

一

ら
同
月
一ニ
十

一
塁
で
一
大
村
瞥
察
署
で
は
、
と
れ
ら
の
一
に
し
て
発
生
す
る
か
、
に
つ
い
て

所
得
割
税
率
は
引
下
げ

一犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
い
ろ
一
考
え
て
み
る
と

o
お
ど
し
文
句
が

④
市
民
税
所
得
割
税
率
は
本
年
も

一い
汚
単
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
が
一つ
き
も
の
。
で
す
。
乙
の
文
句
を

昨
年
に
引
続
き
引
下
げ
て
お
り

一
夏
季
犯
罪
の
場
合
は
h
q

市
民
一

人
一
真
に
う
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

被

ま
す
。
市
民
税
、
県
民
現
所
得一
々
々
の
自
覚
に
立
っ
て
、
心
の
防
一
害
に
か
か
っ
た
場
合
に
は
普
察
に

割
に
つ
い
て
三
十
三
年
度
、
一

犯
が
大
切
で
す

o
と
普
告
し
て
い
一
す
ぐ
届
出
て
く
だ
さ
い
。

ま

す

。

一

④

盗

犯

が

激

増

す

る

の
も
乙
の

性
犯
罪
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

大村市政だよ(1草月 lB .10日.20日.発行J

~3年度 34年度お両市副県務民税震所13.Á得割比較表
総所得 |区 分 11i県 3入品場合15人る場合

I 33年度 12.500円 310円 0円 。円

10万円 34if.三度 10000 240 O O 

I d.有差額一 iO O O 

一一I 33年度62.500 1.770 260 O 

13万円 34年度 6J.000 1 560 120 O 

210 140 O 

一 一
33年度 112.500 3.700 2190 1.180 

20万円 34年度 11υ000 3.360 1.920 1960 

減差額一 340 270 220 

33年度 212.500 8.020 6.510 5.500 

30万円 34年度 210.000 7.080 5.640 4.680 

減差額一 940 870 820 

昭和 34年 7月初日
(昭和均年4月22日第三種郵便物認可)(一)

市
民
の
比
企
ペ
C

ん

/

台

風

と

水

害

の

時

期

に

な

り

ま

し

党

、

万

一

ターミナノレ・ビノレ横を舗装

一般通行者は海岸線を

(大
村
航
空
保
安
事
務
所
)

が
正
し
く
認
識
し
、
時
夜
襲
す
る
習一

各
一
名

慣
を
つ
け
る
と
と
が
都
宮
で
あ
り

一

同
五
名

ま
す
。

一ム
発
表

八
月
中
旬

と
の
た
び
県
母
子
邦
盟
大
村
安

一

具
体
的
に
は
、
凹
凸
道
路
の
修

一

(建
設
耕
)

部
で
は
、
会
員
相
互
の
生
活
を
よ

一織
や
工
事
の
適
正
化
を
主
と
し
て

一

り
よ
く
す
る
た
め
に
、
市
内
杭
出

一狭
い
道
路
を
広
く
使
う
、
と
い

っ
一

い
よ
い
よ
有
機
燐
製
剤
の
使
一
除
い
て
く
だ
さ
い
。

一

庫
五
O
九
稲
一
啄
ト
メ
さ
ん
方
に
洋

一た
考
え
方
を
持
つ
よ
う
に
す
る
た

一

商

庖

の

協

力

で

用
時
期
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
部
一

A
有
機
燐
製
剤
は
必
ず
防
除
班
長
一
裁
の
共
同
作
業
所
ぞ
設
置
し
て
、

一め
で
す
。

一

日

一

一

一

安

全

交

逼

の

立

看

板

に
こ
れ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
誤
解
一
が
施
錠
の
う
え
一
括
保
管
レ
て
く
一
七
月
一
日
か
ら
被
服
類
の
委
託
加

一

と
の
た
め
に
、
運
動
の
効
果
を
一

さ
れ
て
い
る
む
き
も
あ
る
よ
う
に
一だ
さ
い
。
個
人
所
在
絶
対
い
け
一
工
を
は
じ
め
て
い
ま
匂
の
で、

せ

一推
進
す
る
意
味
で
、
各
護
機
関
一

市
内
竹
松
犬
川
田
町

吉
田
亀

思
わ
れ
ま
す
の
で
、

つ
ぎ
の
と
と
一
ま
せ
ん
。

一、
ぜ、
，
ど
リ
用
ぐ
だ
さ
1

0

く
わ

一
で
は
陪
談
会
、

映
写
会、

展
示
会
一

一

一

，
v
u
末

し

一

一次
さ
ん
は
o
交
通
事
故
か
ら
学
童

に
留
意
し
て
使
用
し
て
く
だ
さ
い
一
ム
な
お
有
機
燐
製
剤
に
よ
る
事
故
一し
い
と
と
は
辻
田
町
問
エ
ミ
さ
ん

一な
ど
そ
儲
し、

一
般
の
理
解
と
協

一

一

一

一

一そ
守
汚
う
h
q

と
さ
る
四
月
、
竹
松

A
使
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
使
用
一
(
自
殺
、
他
殺
)
が
多
い
の
で
今
一
(電
話
二
ハ
番
)
へ
お
問
合
せ
く

一カ
セ
つ
な
が
す
も
の
で
骨

J

ま
す

一

届
を
防
除
実
施
三
目
前
ま
で
に
保
一
年
は
取
締
当
局
で
は
厳
重
な
取
締
一
だ
さ
い
。

一

と
れ
が

一
環
と
し
て
、

県
土
木

一出
積
所
下
の
濁
学
道
路
ニ
カ
所
に

健
所
に
到
着
す
る
よ
う
提
出
し
て
一
巻
励
行
さ
れ
る
方
針
で
す
か
ら
念
一
な
お
、
作
業
所
の
名
称
は
、
大

一部
・
県
教
育
庁
で
は
、
県
下
の
中
一つ
ぎ
の
百
商
庖
の
協
力
を
得
て
、

く
だ
さ
い
。

一
の
た
め
申
添
え
ま
す
。

一
村
市
母
子
弗
盟

一議
作
業
所
と
い

一小
学
校
児
童
、
生
徒
ぞ
対
象
に
つ
一車
隔
の
徐
行
を
示
す
立
看
板
を
つ

ム
防
除
に
あ
た
っ
て
は
必
ず
実
地

一

(

農

林

課

)

一

い

ま

す

。

{福
祉
事
務
所
)

一ぎ
の
要
領
で
作
文
募
集
を
行
う
と

一く
っ
て
交
通
安
全
に
役
立
て
ま
し

憎
導
員

(
赤
腕
章
着

用

)

の

喜

一

、

j

J
J{
〈
;
、

;
1
1
j
ij

一と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ふ
る
一
た
。
と
の
看
板
の
お
蔭
で
学
童
や

の
も
と
に
、
防
除
班
で
共
同
防
除
一

一
っ
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

一地
区
民
は
歩
き
や
す
く
な
っ
た
と

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

一

み

ん

な

で

H

道

路

を

守

ろ

う

山

一ハ
題
目

自
由

(
内
容
は
国
民
が
一乙
の

好
意
に
大
変
よ
ろ
と
ん
で
い

一
部
で
は
防
除
届
提
出
後
個
人
一

一

道
路
を
愛
護
す
る
の
に
筏
立
つ

一

防
除
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
む
き
も

一

材

料

生

徒

対

象

に

作

文

を

募

集

一

も
の
)

一計

製

麺

庖

会

第

肉

庖

あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
と
一

一A
字
数

二
干
字

(四
百
字
詰
長
一

一

一

f
一ム
山
田
電
気
居

A
小
森
ラ
Y
オ

れ
は
絶
対
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま
す
一
七
月
十
日
か
ら
八
月
九
日
ま
で

一わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
重
要
で
あ

一

稿
用
紙
五
枚
)
以
内

一

一

一

一

一倍

ム
原
口
左
官
材
料
庖

の
で
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い。

一
全
国

一
せ
い
に
hv

道
路
を
ま
も
る
一
る
か
、
ま
た
、

交
通
を
円
滑
に

す

一

ム

締

切

八

月

九

日

-

一

一

一

一

(

竹

松

出

張
所
)

ム
防
除
実
施
後
は
必
ず
危
険
標
識
一月
問
。
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

一る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
道
路
一A
送
り
先

県
土
木
部
道
路
線

一

を
立
て
、
一
週
間
後
は
と
れ
を
取
一
と
の
運
動
は
、
道
路
が
い
か
に

一に
す
る
か
な
ど
、

国
民
一

人

一
人
一
ム
入
選

一

等
中
学
生
、
小
学
生

一

・
・
'

一

ω林
令
昭
和
二
十
九
年
度
以
一

水
の
管
理

H
七
月
下
旬
!
八

一
て
施
し
ま
す
。

親

子

ス

グ

ッ

チ

大

会

一

降
に
植
栽
し
た
も
の
(
た
だ
し

一月
上
旬
は
で
き
る
だ
け
浅
水
に
し
一
若
木
み
か
ん
の
手
入
れ

一

展
示
林
、
試
験
林
、
県
有
林
を

一ま
す
。

一

迫
肥
川
潜
水
を
か
ね
て
液
肥
を

8
月
9
日

・
大

村

空

港

付

近

で

一

除
く
)

一

土

用

語

中
平
と
も
い
わ
れ
一手
と
、

夏
芽
の
伸
び
や
翌
年
の

司

一ム
申
込
七
月
末
日
ま
で
に
農
林

一出
穂
前
三
十

1
四
十
回
に
行
な
い
一芽
立
ち
が
よ
く
な
り
ま
す
。

大
村
育

宏
議
所
で
は
文
化
活
一
A
表
彰

幼
稚
園
、
小
学
畳
、
中
一

一

一

動
の
一
望
し
て
親
子
ス
ケ
ッ
チ
一
学
生
の
部
、

各

部

と

き

選

三

謀

へ

一ま
す
。
湿
出
で
は
土
用
干
の
効
果
一

誘
引
け
伸
長
レ
て
き
た
夏
芝

一

P

一ム
地
区
予
選

八
月
、
県
決
選
を

一が
著
し
い
が
幼
穂
形
成
期
(
出
棺
一主
枝
と
し
て
利
用
す
る
場
合
は
必

大
会
を
実
施
レ
ま
す
。

一

入

選
一ニ
、
佳
作
五
名
に
賞
状
、
一

一

一

一

一

九
月
に
ち
っ
。

(
農
林
練
)

一前
二
十
五
日
ご
ろ
)
ま
で
に
絡
っ
一ず
主
枝
を
た
て
て
先
端
が
た
お
れ

A
参
加
資
格

市
内
の
幼
、
小
、一

賞
品
を
贈
り
ま
す
。

一

一

一

一

一

・
一
て
潜
水
し
な
い
と
、
稲
の
生
育
に
一
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
す
。

申
学
生

と

そ

の

父

兄

一

ム

発

表

入

選
作
品
は
各
学
校
で

一

i
l
l
-
;
:
;
ー

一

一

一

一

、

け

j
1
i
i
i
J
一も
閣
の
発
育
に
も
影
響
が
あ
り
ま
一

病
害
虫
防
除
H

い
特
に
エ
カ
キ
虫

。
期

同

八

月

九

日

(

雨

天

皇

一

巡

回

展

示

し

ま

す

・

そ

の

簿

二

農

事

メ

モ

…

一

す

。一

時
に
水
を
落
さ
な
い
で
徐
一防
除
に
努
め
ま
し
ょ
う
。
硫
酸
ニ

合
は
十
六
日

)

一

選

作
品
は
大
村
空
港
タ
!
ミ
ナ
一

f
i
i
j
t
j
i
ju
一

一

一

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

一
々
に
排
水
し
、
ま
た
徐
々
に
瀬
水
一
コ
チ
ン
八

O
O倍
液
を
五

1
七
日

ム
場
所
大
村
空
港
お
よ
び
海
上
ル
ピ
ル
に
展
示
し
ま
す
。

一

k

一

一

一

水

匝

の

除

草

H

腕
生
稲
で

一し、

軽
く
足
跡
が
つ
く
く
ら
い
で

一お
き
に
散
布
し
ま
す
。

自

衛

瞭

付

近

(

大

村

青
年
会
議
所
)

一

一

一

l
i
l
i
-
-

一も
八
月
上
旬
に
は
稽
の
も
と
が
で
一
止
め
ま
し
ょ
う
。

一

(農
事
改
良
普
及
所
)

切
っ

パ
ラ
チ
オ
ン
な
ど

有
機
燐
製
剤
の
使
用
は

母
子
会
で
被
服

作
業
所
を
設
置

ご
等
同
二
名

佳
f乍

必
ず
共
同
防
除
班
で

の

場

合

に

備

え

て

い

つ

で

も

避

難

で

3
る

よ

う

心

掛

け

て

お

き

ま

し

ょ

う

。

(
市

消

防

本

部

」

造
林
コ
ン
ク
ー
ル

申
込
七
月
末
ま
で

県
で
は
造
林
地
手
入
れ
コ
ン
ク

ー
ル
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す

の
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

ム
参
加
で
き
る
林

林
種
転
換
地
(
雑
木
、
竹
林
を

大
村
航

空
保
安
事

務
所
で
は

三
十
四
年

度
大
村
空

港
整
備
工

事
の
一
環

と
し
て
、

海
上
自
衛

隊
嘗
衡
附

前
か
ら
、

陸
上
自
衛

隊
竹
松
部

隊
人
口
道

路
に
向
う
三
百

M
の
闘
を
舗
装

す
る
と
と
に
な
り
ま
し
た
。
と
の

開

放

的

な

服

装

は

さ

け

ま

し

ょ

う

一た
め
、
同
事
務
所
で
は

一
般
の
来

一所
者
は
、
海
上
自
衛
隊
の
構
内
道

@
位
犯
罪
ーか片
注
意
す
る
も
の

一時
期
で
す
.
犯
人
に
は
、
開
放
さ
一路

(
管
理
庁
か
ら
海
岸
向
け
左
へ

そ
ひ
ろ
っ
て
み
る
と
、
と
れ
は
女

十
れ
た
芝
狙
う
の
に
最
も
都
合
が
一回
る
海
岸
線
道
路
)
を
使
用
す
る

性
側
に
も
、
一
端
の
責
任
が
あ
る

一よ
い
時
で
す
か
ら
ム
か
な
ら
ず
外

一

一

一ょ
う
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

ょ
う
で
す
。
服
装
が
四
季
を
通
じ
一
出
時
に
は
戸
締
り
と
カ
ギ
を
忘
れ

一

一

一

な
お
、
舗
装
則
聞
は
七
月
二
十

て
開
放
的
に
な
る
か
ら
で
す
。

一な
い
と
と
心
便
所
、

湯
殿、

裏
一戸
一

特
に
海
水
浴
場
、
キ
ャ
ン
プ
な

一か
ら
の
侵
入
が
多
い
か
ら
、

特
に
十日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で

一
カ
月

ど
で
は
気
分
的
に
開
放
さ
れ
、
行
一
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

一

と
な
っ
て
い
ま
す
。

動
が
大
胆
-L
な
り
ま
す
。
ま
た
、
一
ま
た
、
カ
ギ
な
し
の
自
転
車
な
一

ま
た
、
と
の
構
内
道
路
を
使
用

納
涼
大
会
や
盆
踊
り
な
ど
、
夕
刻

一と
ち
ょ
っ
と
し
た
立
て
か
け
な
ど
一す
る
場
合
は
、
梅
上
自
衛
敵
機
の

か
ら
出
捗
ぐ
機
会
が
多
く
な
り
ま
一
で
盗
難
に
か
か
る
率
が
多
い
か
ら

一着
陣
や
ポ
ン
ド
付
近
の
水
上
横
の

す

。

一

注

意

し

て

く

だ

さ

い

。

一演
習
な
ど
に
支
障
が
な
い
よ
う
点

ζ
う
い
っ
た
と
と
ろ
に
、
原
因

一
ほ
か
に
梅
水
浴
場
に
お
け
る
注

一滅
器
に
注
意
し
、
車
欄
通
行
の
場

が
あ
る
わ
け
で
、
と
れ
に
拍
車
を

一意
事
項
に
つ
い
て
は
前
時
市
政
だ

一合
は
時
速
二
十
王

J
以
下
で
連

か
げ
る
の
が
、
週
刊
紙
に
よ
る
、
一
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
て
あ
り
ま
す

一転
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

。
性
犯
罪
。
を
扱
っ
た
ス
ト
リ
l
一
か
ら
略
し
ま
す
。

一ず。

が
多
い
、
と
い
う
こ
と
で
、
と
れ

一

(

大
村
警
察
署
)



一
代
葬
者

暑

苦

手

。

一

よ

い
孝
育
て
る
た
め
に
、
家
庭
一
だ
ち
義
い
合
せ
て
、
多
ぐ
参
く

一
十

四

年

度

一

だ

さ

い

。

一

6
日
開
閉
如
通
本
一
幻
日
間
円
泊
、
釘
ノ
頭
、
山

一
乙
の
代
表
者
は
、
会
合
の
際
会
一か

ら

一

人

で

も

多

く

、

読

書

グ

ル

一

加

す

る

。

申

学

生

は

小

学

主

を

な

二

般

住

民

一

一

回

宅

一

明

日

泊

公

民

館

一

一

F

-

一

コ

U

一

一

一
を
円
滑
に
ま
る
た
め
に
、
月
三
ノ
に
加
わ
っ
て
勉
強
し
て
い
た
一
よ
く
指
導
す
る
。
れ

一
括

す

る

一

言

一

7
日
間
松
山
、
西
山
路
、
旧
五
日
午
前
9
時
J
M
時

舟

一
ニ
同
事
前
研
究
を
行
い
ま
す
。
一
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
一

ω盆
踊

り

や

お

祭

り

に

は

保

警

も

…
結
核
健
康
一
A
該
当
者
一
般
住
民
た
だ
し
、
幼
一
廠
内
松
山
ク
ラ
ブ
一
律
、
薦
、
鵡
川
内
舟
雲

一

時

間

以

監

視

吉

野

訂

正

前

討

議

了

間

[

抗

議

日

間

一

住

民

惇

市

立

一

一

一

一

一

一

弔

問

一

8
吋

府

立

時

議

日

一

h
J
2
1
3時
松
並

町

村

山

U
U

耳

目

諮

問

一

以

前

川

長

十

九

五

時

で

き

と

と

ιな
一

諸

官

官

官

号

一

は

早

目

に

ほ

…
刊

誌

一

刊

誌

は

全

部

無

料

で

い

了

時

所

官

会

2
時

一

壬

前

野

2
時

立

科

一

3hmmkr%一

町

一

口

い

の

た

め

の

本

は

全

国

社

一

近

く

公

民

は

じ

は

ほ

ド

(

市

教

委

)

一

語

辞

に

長

で

か

ぎ

の

日

程

一

健

康

診

断

日

割

一

河

川

学

旬

、

久

良

原

子

品

、

前

説

重
県
視
さ
れ
亡
と
い
て
話
合
い
ま

υた
。

一

会

教

育

連

合

会

が

推

せ

ん

し

て

一

一

一

例

夜

間

差

徒

の

一

人

歩

き

は

し

料

旧

…
で
実
施
し
一
(
実
施
月
日
実
臨
時
間
実
施
一
白
日
問
題
、
宮
代
、
主
2

霊
会
民
舘

り
ま
す
が
、

青
少
一
そ
の
概
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
一
い
る
ヲ
ぎ
の
本
産
い
ま
し
ょ
一
…
夏

休

み

を

明

る

く

楽

し

く

二

な

い

。

無

月

一
ま
す
。
一
度

実
施
場
所
の
順
)

一

原

郷

公

会

堂

一U
日
開
蔭
卒
上
下
、
岩
松

宮
教
育

ω場
は

す

。

一

う

。

一

…

ニ
川
水
泳
は
七
月
二
十
百
か
ら
八
一

8
…

と
の
健
一8
月
1
日
午
前
9
時
f
n
時
一
口
日
午
前
叩
時
!
午
後
2
時
一
蔭
平
会
館

時
K
Mね

日
一
日

間

白

川

沿

い

お

一

出

川

町

長

引

退

一

一

家

庭

で

も

気

を

配

る

二

信

号

諮

問

一

恐

し

九

段

り

豆

諸

山

一

語

宅

一

ニ

四

区

杭

出

一

均

一

計

十

荒

れ

蔵

守

山

町

円

一

初

日

木

場

須

m
u
F訴

し

か

し

そ

の

た

め

に

は

ど

う

し

て

一

サ

ー

ク

ル

芸

品

な

も

の

で

一

六

才

)

一

一

ら

た

水

泳

場

で

き

。

(

学

一

た

め

、

結

核

予

防

法

に

よ

り

、

全

一

3
日
午
前
叩
時
J
午
後
2
時
一
頭
、
硯
出
石
、
黒
開
拓
三

m日
午
前
9
時
1
2
時
上
久

ら
家
庭
の
お
と
な
た
ち
が
、
そ
の
一
は
な
く
、
お
と
な
た
ち
が
子
ど
一

ω乙
老
は
何
を
考
え
て
い
る一

市
内
中
学
校
生
徒
会
は
七
月
十
一
配
っ
て
あ
げ
、
明
る
く
、

楽
し
い
一
校
の
先
生
が
交
替
で
監
視
に
出
一
国
民
が
毎
年
一
回
必
ず
受
診
す
る

長

田

町

微

神

堂

一

村

公

民

館

一

原

熊

野

程

(
保
衛
義
)

刊

誌

持

こ

と
が
必
要
と

一

九

言

語

一

日

立

の

家

庭

教

育

小

哀

れ

刊

誌

ロ

A
i
t
-ご

協

力

く

だ

さ

一

回

日

幻

想

っ一

j
!
;
j
j
j社計
討

す

討

会

話

に

む

詰

な

立

詩

書

ど

呪

控

堅

守

歪

足

並

川

枝

問

計

七

日

付

悦

寸

前

説

得

い
U
一

…

i

十
L
f
l

一
時
、
非
常
に
反
抗
す
る
よ
う
に
な
一

L品
目

的

N

ら
一
集
っ
て
、
暗
合
い
の
な
か
か
ら
一
だ

れ

で

も

と

の

グ

ル

一

は

ど

己

一

た

主

い

か

、

に

つ

、

一

号

。

一

し

な

い

。

一

一

り

ま

す

.

一

を

き

く

者

が

多

い

時

期

で

す

。

計
段
以
刊
誌
年
一
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
芝

で
い
一
参
加
で
き
る

l
ブは、

一
て
結
合
い
、
つ
ぎ

の

と

と

を

十

町

議
の
ぞ
い
う
ち
に
土
帥
詩
日
刊
間
帯
笠
六
月
二
十
一
百
敬
震
に
贈
主
一
ち
た
っ
て
き
感
謝
い
た
し
ま
一
品
川

詩

吟

告

は

一

反
れ
れ

説

明

お

む

註

諮

問

時

間

い

一

信

託

で

が

内

容

一

詩

的

建

立

合

は

れ

れ

が

必

ず

実
行

で

き

一

同

古

川

諸

島

一

(市
教
委
)
一
日
認
す
一
脚
が
届
一
ド
問
文
〕
院
内
の
智
様
方
一
川
刊
誌
か
れ
れ
か
む
一
時
駐
日
な
れ
か
ら

教
事
大
き
く
取
り
上
げ
て
推
進
一
を
話
合
う
か

は
。
家
庭
一
地
域
民
全
員
が
参
加
す
る
「
地
ヲ
今つに
ご
家
庭
の
お
か
あ
さ
ん
一
は
必
ず
確
実
な

指

導

者

と

一

緒

一

一

敬

老

院

で

は

贈

主

を

探

し

た

い

一に
は
心
安
く
お
暮
し
か
与
じ
ま
す
き
ら
わ
れ
る
」
と
い
う
の
が
あ
一
は
じ
ま
る
背
任
期
の
夜
襲
撃

一
す
る
こ
と
と
な
り
、
市
内
公
喜
一
で
の
親
子の
結
び
つ
き
は
よ
く
一
域
グ
ル
ー
プ
」
の
二
つ
を
つ
く
一
た
ち
が
、
よ
く
理
解
し
て
、
孝
一
に
行
く
。
き
ず
・
か
い
は
多
く
一
一
と
、
取
扱
っ
た
日
通
義
べ
ま
レ

一す
。
私
粗
品
義
送
い
た
し
ま
し
一
り
ま
す
。
と
に
か
く
、
と
の
時
代
一
第
一
反
抗
現
象
と
と
も
に
あ
げ
る

ハ
リ
川
リ
」
4
1
1剖引
訓

叫

引

却

問

山

は

清

一

市
脳
出
制
間
四
書
叩
[
れ
わ
川
村
げ
M
U
h
h…
一

一

宮

吋

主

ド

μ
山
川
U
K刊
日
れ
も
が
奥

日
河
川
パ
ヨ

r
一
山
一
一
一
明
…
…
れ
か
げ
山
山
内

M
h出

向

指

出

…

…

…

…

一

…

…

一

日

間

前

一

…

…

…

…

市

民

出

一

一

山

同
情
調
整
自
白
?
広
面
積
に
一
住
民
目
下
立
つ
よ
一
か

ω長
七

円

か

い

一

一

明

日

刊

誌

日

間

一

約

四

一

昨

日

開

一

堅

持

刊

誌

一申

告

一

一

一

…

一

紅

白

石

川

れ

か

(

市

教

委

)

利
用
す
る
と
き
は
非
常
に
単
く
一
十
ア
ー
ル
当
五
百
円

一

十円ン

はい
き
ま

し

た

信

一

備
会
で
は
、
一
ん

3
1棄
を
あ
げ
る
と
と
一
け
、
老
人
た
ち
は
交
代
で
体
主
暮
し
下
さ
い
。末
筆
乍
ら
お
祈
り
百
票
、
ニ
問
J
一
ニ
問
あ
り
ま
す
一

で
き
あ
が
り
も
立
派
な
も
ので

一

デ

ス

ク

グ

ラ

ウ

一

日
一
時
間
は
か
か
っ
た
で
し
ょ

二

民

江

訪

日

子

弟

章

、

一に

な

り

ま

げ

た

。

一

め
ラ
ヲ
オ
を
聞
く
の
を
楽
し
み
に
一
致
し
ま
す
。
最
後
に
皆
様
方
の
健
一
し
た
が
って
、
芸
は
そ
れ
ら
一

F
Z諮り
畦
立
(
一
一一
一
い
ま
ま
で
、
利
用
者
が
少
な
い
一
マ
「
使
用
料
か
高
い
」
と
利
用
さ
一
は
「
マ
ツ
ナ
」
が
多
か
っ
た
の
何
十
日
立
の
お
阿
部
認
封
切
一
し
お
約
十
に
富
ん
だ
警
の
一
語
守
り
ま

Jγ
均

一

山

諮

問

出

訪

問

一

十
ア
ー
ル
)
も
号
館
し
一
の
ま
形
五

色

、
せ
ー
も
あ
一
れ
な
い
人
か
ら
唱
し
〈
あ
り
ま
す
一
で
す
が
、
へ
っ
た
よ
う
で
す
し

一

言
篤
よ
一
言
こ

1
1一

2

一

T

一

一

ー

ヵ

L

J

1

7

よ

υ
一
ま
た
ほ
か
の草

3
8

て
送
って
い
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花
火
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
し
た
。

と
く
に
人
家
の
密
集

し
て
い
る
と
こ
ろ
で

の
打
上
げ
花
火
は

火
事
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
ず
か
ら
止
め

ま
し
ょ
う
。
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